
別冊⑥ 令和３年度版『伝え合う言葉　中学国語』 単元・教材一覧
令和３教　内容解説資料

月 ２
期

３
期

１年生 ２年生 ３年生

教材名 文種・領域
学習指導要領の対応

配当時数 教材名 文種・領域
学習指導要領の対応

配当時数 教材名 文種・領域
学習指導要領の対応

配当時数
知識・技能 思考・判断・表現 知識・技能 思考・判断・表現 知識・技能 思考・判断・表現

4

前

1

一　表現／対話／思想　わたしはふしぎでたまらない 一　自己／他者／物語　かすかな潮のにおいは，そこにもあった 一　自己／他者／物語　私が「私」であるということ
ふしぎ� 金子みすゞ 詩 ⑴ウ Ｃ⑴オ　Ｃ⑵イ 1 虹の足� 吉野弘 詩 ⑴エ Ｃ⑴イ　Ｃ⑵イ 1 春に� 谷川俊太郎 詩 ⑴イ Ｃ⑴ウ　Ｃ⑵イ 1

桜蝶� 田丸雅智 物語／小説 ⑴ウ Ｃ⑴イ　Ｃ⑵イ 4 質問する力をつける 話す聞く ⑵イ Ａ⑴ア　イ　Ａ⑵ア １（話聞１） 立ってくる春� 川上弘美 随筆 ⑴ウ Ｃ⑴ウ　Ｃ⑵イ 3

お気に入りの一品を紹介する 話す聞く ⑴ウ Ａ⑴ア　イ　Ａ⑵ア ２（話聞２） タオル� 重松清 小説 ⑴エ Ｃ⑴ア　Ｃ⑵イ 5

なぜ物語が必要なのか� 小川洋子 随筆 ⑴ウ Ｃ⑴ア　ウ　Ｃ⑵イ 3言葉と社会１　言葉とコミュニケーション 話す聞く・書く ⑴ア　ウ Ａ⑴ウ ☆ 文法の小窓１　活用のない自立語 言語 ⑴オ 2

文法の小窓１　言葉の単位 言語 ⑴エ 2 新聞の投書を書く 書く ⑴ア　⑵イ Ｂ⑴ア　Ｂ⑵ア ５（書５）

四季のたより　春　花 古文 ⑶ア ☆
漢字の広場１　まちがえやすい漢字 漢字 ⑴ウ 1 一言でまとめ一言から広げる 話す聞く ⑴イ Ａ⑴ア　イ　Ａ⑵ア １（話聞１）

四季のたより　春　草 古文 ⑶ア ☆ 私� 三崎亜記 小説 ⑶オ Ｃ⑴ア　エ　Ｃ⑵イ 4

5

二　自然／環境／科学　これは脳がもともともっている癖です 二　自然／環境／科学　富士山に降った大量の雨は，どこへ行ってしまったのだろうか 二　人権／多様性／平和　写真からは「美しく撮る」という明確な意志が感じられた

自分の脳を知っていますか� 池谷裕二 説明 ⑵ア Ｃ⑴ア　ウ　Ｃ⑵ア 5 日本の花火の楽しみ� 小野里公成 説明 ⑵ア　イ Ｃ⑴ウ　エ　オ
Ｃ⑵ア 3 薔薇のボタン� 梯久美子 読書 ⑶オ Ｃ⑴イ　エ　Ｃ⑵ア 2

資料から得た根拠をもとに意見文を書く 書く ⑵イ Ｂ⑴イ　Ｂ⑵ア ６（書６） 水の山　富士山� 丸井敦尚 説明 ⑵ア　イ Ｃ⑴ウ　エ　オ
Ｃ⑵ア 4 構成を考えて主張をまとめる 話す聞く ⑵イ Ａ⑴ア　イ　Ａ⑵ア ３（話聞３）

漢字の広場１　漢字の部首 漢字 ⑴イ 1 説得力のある提案をする 話す聞く ⑵ア Ａ⑴ア　イ
Ａ⑵ア ３（話聞３）

メディアと表現　メディア・リテラシー
はなぜ必要か？　森達也／新聞が伝える
情報を考える

メディア ⑵イ Ｃ⑴ウ　Ｃ⑵ア 2

6

言葉の小窓１　日本語の音声 言語 ⑴ア 2 言葉の小窓１　敬語 言語 ⑴ア　カ 1 漢字の広場１　呉音・漢音・唐音 漢字 ⑴ア　イ 1

内容を整理して説明する 話す聞く ⑵ア　イ Ａ⑴ア　ウ　Ａ⑵ア ４（話聞４）
構成を明確にして手紙を書く 書く ⑴イ　カ Ｂ⑴イ　Ｂ⑵イ ５（書５） 文法の小窓１　助詞のはたらき 言語 内容の取扱い２⑴ア

（２年⑴オ） 2

言葉と社会１　社会で求められる表現 話す聞く・書く ⑴オ Ｂ⑴イ　ウ
Ｂ⑵イ ☆ 四季のたより　春　風 古文 ⑶ア ☆

三　人権／多様性／平和　夜，僕はもう，ヘルガの夢ばかり見た 三　身体／生命／家族　神様はその人に乗り越えられない試練は与えない 三　自然／環境／科学　人工知能の進化によって，そのような「知性」観の見直しが迫られている

ベンチ� ハンス＝ペーター＝リヒター
� 上田真而子　訳 読書 ⑴ウ　⑵イ

⑶オ
Ｃ⑴ウ　Ｂ⑴ア
Ｃ⑵ウ　Ｂ⑵ア ４（書１） 夢を跳ぶ� 谷真海 読書 ⑵イ　⑶エ Ｃ⑴ア　イ　Ｂ⑴ア

Ｃ⑵ウ　Ｂ⑵ア ３（書２） ＡＩは哲学できるか� 森岡正博 論説 ⑴イ　ウ　⑵ア
Ｃ⑴ア　イ　エ
Ｂ⑴ア　Ｃ⑵ア
Ｂ⑵ア

５（書１）

7

メディアと表現　全ては編集されている　
池上彰／写真で「事実」を表現する メディア ⑵イ Ｂ⑴ア　C⑴ウ

Ｂ⑵イ　ウ　Ｃ⑵ウ ２（書１） 言葉の小窓２　話し言葉と書き言葉 言語 ⑴ア　イ 1 具体例をもとに説明文を書く 書く ⑴イ　⑵イ Ｂ⑴イ　Ｂ⑵イ ５（書５）

漢字の広場２　画数と活字の字体 漢字 ⑴イ 1 観点を明確にして伝える 話す聞く ⑵イ Ａ⑴ア　ウ　Ａ⑵ア 話聞３ 漢字の広場２　熟字訓 漢字 ⑴ア　イ 1

材料を整理して案内文を書く 書く ⑵イ Ｂ⑴ア　Ｂ⑵イ ５（書５） メディアと表現　SNSから自由になるた
めに　高橋暁子／脚本で動きを説明する メディア ⑵イ

Ｂ⑴ア　Ｃ⑴ウ
Ｂ⑵イ　ウ
Ｃ⑵イ　ウ

２（書１） 言葉の小窓１　和語・漢語・外来語 言語 ⑴イ　⑶ウ 1

四季のたより　夏　水 古文 ⑶ア ☆
漢字の広場２　漢字の成り立ち 漢字 ⑴ウ 1

四季のたより　夏　流 古文 ⑶ア ☆
四季のたより　夏　虫 古文 ⑶ア ☆

9

2

四　自然／環境／科学　森と川と海は一つなのだ 四　近代化／国際社会／共生　紙管の工場は，日本中，世界中のどこにでもある 四　表現／対話／思想　このピアノは，自然が調律した元の形に戻ろうとしたのだ

持続可能な未来を創るために――人の暮ら
し方を考える／「エシカル」に生きよう　
末吉里花

総合（SDGs） ⑵ア　イ

Ａ⑴ア　オ
Ｂ⑴ア　ウ　Ｃ⑴オ
Ａ⑵イ　　Ｂ⑵ア
Ｃ⑵ア　ウ

３
（話聞１　書１）

持続可能な未来を創るために――不平等
のない社会を考える／「ここにいる」を言
う意味　ロバート�キャンベル

総合（SDGs） ⑵ア　イ
Ａ⑴イ　Ｂ⑴ウ
Ｃ⑴エ　オ　Ａ⑵イ　
Ｂ⑵ア　Ｃ⑵ア　ウ

３
（話聞１　書１） async――同期しないこと� 坂本龍一 論説 ⑵ア Ｃ⑴ウ　エ　Ｃ⑵ア

６（話聞１）

森には魔法つかいがいる� 畠山重篤 説明 ⑴ウ　エ
⑵ア

Ｃ⑴ア　エ　オ
Ｂ⑴オ　Ｃ⑵ア
Ｂ⑵ア

５（書１） 紙の建築� 坂茂 説明 ⑵ア　⑶エ Ｃ⑴ア　イ　オ
Ｃ⑵ア 5 問いかける言葉� 国谷裕子 論説 ⑵ア Ｃ⑴ウ　エ　Ａ⑴オ

Ｃ⑵ア　Ａ⑵イ

文法の小窓２　文の成分 言語 内容の取扱い２⑴ア
（２年⑴オ） 3 根拠をもとに意見文を書く 書く ⑵ア Ｂ⑴ウ　Ｂ⑵ア ５（書５） 説得力のある批評文を書く 書く ⑵ア　イ Ｂ⑴ウ　Ｂ⑵ア ５（書５）

10

根拠を明確にして意見文を書く 書く ⑵ア　イ Ｂ⑴ウ　Ｂ⑵ア ５（書５） 文法の小窓２　活用のある自立語 言語 ⑴オ 2 文法の小窓２　助動詞のはたらき 言語 内容の取扱い２⑴ア
（２年⑴オ） 2

メディアと表現　広告の情報を考える メディア ⑵イ Ｂ⑴ア　C⑴ウ
Ｂ⑵イ　Ｃ⑵ウ ２（書１）

四季のたより　秋　葉 古文 ⑶ア ☆

言葉の小窓２　相手に対する配慮と表現 言語 ⑴エ 1

四季のたより　秋　月 古文 ⑶ア ☆

メディアと表現　ニュースで情報を編集
する メディア ⑵イ Ｂ⑴ア　Ｃ⑴ウ

Ｂ⑵イ　Ｃ⑵ア ２（書１）

実用文を読む 実用 ⑴ウ　⑵イ Ｃ⑴ア　Ｃ⑵ウ 1

四季のたより　秋　音 古文 ⑶ア ☆

後

五　伝統／文化／歴史　今は昔，竹取の翁といふ者ありけり 五　伝統／文化／歴史　祇園精舎の鐘の声，諸行無常の響きあり 五　伝統／文化／歴史　月日は百代の過客にして，行きかふ年もまた旅人なり

昔話と古典――箱に入った桃太郎―― 古文 ⑶ア　イ Ｃ⑴イ　Ｃ⑵イ 1 敦盛の最期――平家物語―― 古文 ⑶ア　イ Ｃ⑴ア　Ｃ⑵イ 4 旅への思い
――芭蕉と『おくのほそ道』―― 古文 ⑶ア　イ Ｃ⑴ウ　Ｃ⑵イ 4

物語の始まり――竹取物語―― 古文 ⑶ア Ｃ⑴イ　Ｃ⑵イ 4 随筆の味わい――枕草子・徒然草―― 古文 ⑶イ Ｃ⑴イ　オ　Ｃ⑵イ 3 和歌の調べ――万葉集・古今和歌集・新
古今和歌集―― 古文 ⑶ア　イ Ｃ⑴エ　Ｃ⑵イ 3

故事成語――中国の名言―― 漢文 ⑶ア Ｃ⑴イ　Ｃ⑵イ 3 二千五百年前からのメッセージ
――孔子の言葉―― 漢文 ⑶ア Ｃ⑴ア　オ　Ｃ⑵イ 3 風景と心情――漢詩を味わう―― 漢文 ⑶ア Ｃ⑴ウ　Ｃ⑵イ 3

11

蜘蛛の糸� 芥川龍之介 読書 ⑶オ Ｃ⑴イ　エ　Ｃ⑵イ 3 坊っちゃん� 夏目漱石 読書 ⑶エ Ｃ⑴ア　イ　Ｃ⑵イ 2

最後の一句� 森鷗外 読書 ⑴イ　ウ　⑶オ Ｃ⑴ア　Ｃ⑵イ 2

漢字の広場３　異字同訓 漢字 ⑴ア　イ 1

言葉の小窓３　慣用句・ことわざ 言語 ⑴イ　⑶ウ 1

六　身体／生命／家族　白象は寂しく笑ってそう言った 六　人権／多様性／平和　もはや逃げ場所はないのだ 六　自己／他者／物語　地上の道のようなもの

河童と蛙� 草野心平 詩 ⑴ウ　オ Ｃ⑴イ　Ｃ⑵イ 1 短歌の味わい� 穂村弘 短歌 ⑴エ　⑶ア Ｃ⑴ア　イ　Ｂ⑴エ
Ｃ⑵イ　Ｂ⑵ウ ２（書１） 俳句の味わい� 堀本裕樹 俳句 ⑴イ

Ｃ⑴ウ　Ｂ⑴エ
Ｃ⑵イ　内容の取扱
い１⑵（２年B⑵ウ）

２（書１）

オツベルと象� 宮沢賢治 小説 ⑴ア　ウ　オ Ｃ⑴エ　Ｃ⑵イ 7 夏の葬列� 山川方夫 小説 ⑴エ Ｃ⑴ア　イ　Ｃ⑵イ 6

初恋� 島崎藤村 詩 ⑴イ　ウ Ｃ⑴ア　ウ　Ｃ⑵イ 1
随筆を書く 書く ⑴ウ Ｂ⑴エ　Ｂ⑵ウ ４（書４）

メディアと表現　映像作品の表現を考える メディア ⑵イ Ｃ⑴ウ
Ｃ⑵イ　ウ 1

漢字の広場３　漢字の多義性 漢字 ⑴ウ　エ 1

12

言葉の小窓２　日本語の文字 言語 内容の取扱い２⑴ア
（小５・６⑶ウ）　⑴イ 1 故郷� 魯迅

� 竹内好　訳 小説 ⑴イ Ｃ⑴ア　イ　ウ　エ
Ｃ⑵イ 7

七　近代化／国際社会／共生　子どもは，一人の人間として，大人と同じように人権をもっています� 七　近代化／国際社会／共生　鯨や象のもつ「知性」は，いわば「受容的な知性」とでも呼べるものだ 自己ＰＲ文を書く 書く ⑵ア Ｂ⑴オ　Ｂ⑵ア ２（書２）

子どもの権利� 大谷美紀子 説明 ⑴ウ　⑵イ Ｃ⑴エ　オ　Ａ⑴イ
Ｃ⑵ア　Ａ⑵イ ４（話聞１） ガイアの知性� 龍村仁 評論 ⑴エ　⑵ア　イ Ｃ⑴ア　オ　Ｃ⑵ア 5 言葉と社会1　コミュニケーションの場

を考える 話す聞く・書く ⑴イ　エ Ａ⑴エ　オ　B⑴イ ☆

言葉と社会２　イメージを言葉にする 話す聞く・書く ⑴ウ Ａ⑴ア　B⑴ア ☆ 記事を書く 書く ⑵ア Ｂ⑴イ　Ｂ⑵イ ５（書５） 表現の工夫を評価してスピーチをする 話す聞く ⑴イ Ａ⑴ア　ウ　Ａ⑵ア ２（話聞２）

調べた内容を聞く 話す聞く ⑴ウ Ａ⑴ア　エ　Ａ⑵ア ３（話聞３）
相違点を明確にして聞く 話す聞く ⑵ア Ａ⑴ア　エ　Ａ⑵ア ３（話聞３） 漢字の広場４　四字熟語 漢字 ⑴ア　イ 1

漢字の広場３　漢字の音と訓 漢字 ⑴イ 1

1

3

八　伝統／文化／歴史　ここでもまた，技術を受け渡していくのは，言葉なのである 八　表現／対話／思想　「学ぶ力」は他人と比べるものではなく，個人的なもの 七　近代化／国際社会／共生　生命は，恒常的に見えて，いずれも一回性の現象である

言葉がつなぐ世界遺産　橋本典明／
地域から世界へ――ものづくりで未来を変
える――　関根由子

報告／参考 ⑵ア Ｃ⑴ア　エ　オ
Ｃ⑵ア 5 学ぶ力� 内田樹 評論 ⑵ア Ｃ⑴ア　オ　Ｃ⑵ア 4

持続可能な未来を創るために――人間の
生命・存在を考える／生命とは何か　福
岡伸一／地球は死にかかっている　手塚
治虫／水の星　茨木のり子

総合（SDGs） ⑵ア
Ａ⑴オ　Ｂ⑴ウ
Ｃ⑴エ　Ａ⑵イ
Ｂ⑵ア　Ｃ⑵ア

３
（話聞１　書１）

読み手を意識して報告文を整える 書く ⑴ウ　⑵ア Ｂ⑴エ　Ｂ⑵ア ４（書４）
よりよい結論を導く討論をする 話す聞く ⑵ア Ａ⑴ア　オ　Ａ⑵イ ４（話聞４） 「対話力」とは何か� 多田孝志 話す聞く ⑴イ Ａ⑴ア　オ　Ａ⑵イ ☆

言葉と社会２　社会生活と言語コミュニ
ケーション 話す聞く・書く ⑴ア　イ　カ Ａ⑴イ　オ　B⑴イ　ウ ☆ 言葉と社会２　自分の意見を述べるとき 話す聞く・書く ⑵イ Ａ ⑴ イ　 エ　B⑴ イ　

Ｃ⑴イ ☆

2

文法の小窓３　単語のいろいろ 言語 ⑴エ 3 文法の小窓３　付属語のいろいろ 言語 ⑴オ 2 意見を共有しながら話し合う 話す聞く ⑴エ　⑵ア Ａ⑴ア　エ　オ　Ａ⑵
イ ２（話聞２）

発言を結びつけて話し合う 話す聞く ⑵ア Ａ⑴ア　オ　Ａ⑵イ ４（話聞４）

四季のたより　冬　木 古文 ⑶ア ☆

情報をまとめて作品集を作る 書く ⑵ア Ｂ⑴ア　Ｂ⑵イ ４（書４）

メディアと表現　漫画で「物語」を表現する メディア ⑵イ C⑴ウ　Ｃ⑵ウ 2

四季のたより　冬　空 古文 ⑶ア ☆漢字の広場４　熟語の構成 漢字 ⑴イ　ウ 1

四季のたより　冬　雪 古文 ⑶ア ☆

3

九　自己／他者／物語　「そうか，そうか，つまり君はそんなやつなんだな。」 九　自己／他者／物語　訳のわからぬ大きな力 八　未来のあなたへ　人間というのは，どこまでいっても自分以外にはなれないものだ
四季の詩� 安西冬衛／ジャン＝コクトー�
� 堀口大學　訳／八木重吉／三好達治 詩 ⑴オ Ｃ⑴イ　Ｂ⑴エ

Ｃ⑵イ　Ｂ⑵ウ ２（書１） 豚� 木坂涼 詩 ⑴エ Ｃ⑴イ　オ　Ｃ⑵イ 1 バースデイ・ガール� 村上春樹 小説 ⑴イ　⑶オ Ｃ⑴エ　Ｃ⑵イ 2

少年の日の思い出
� ヘルマン＝ヘッセ　高橋健二　訳 小説 ⑴ウ Ｃ⑴イ　オ　Ｃ⑵イ 7 走れメロス� 太宰治 小説 ⑴エ Ｃ⑴ア　オ　Ｃ⑵イ 7 青春の歌――無名性の光� 穂村弘 評論 ⑴イ　⑶オ Ｃ⑴エ　Ｃ⑵ア 1

言葉の小窓３　方言と共通語 言語 ⑶ウ 1

言葉の小窓３　類義語・対義語・多義語・
同音語 言語 ⑴エ 1

やわらかな想い� さくらももこ 詩 ⑴イ Ｃ⑴エ　Ｃ⑵イ 1「連作ショートショート」を書く 書く ⑴エ Ｂ⑴オ　Ｂ⑵ウ ５（書５）

漢字の広場４　同音の漢字 漢字 ⑴ウ　エ 1

総時数 118時間（うち，話すこと・聞くこと　15時間　書くこと　30時間） 116時間（うち，話すこと・聞くこと　15時間　書くこと　30時間） 93時間（うち，話すこと・聞くこと　10時間　書くこと　20時間）
※「月」は学習時期のおおよそのめやす。
※「配当時数」欄の（　）内は，配当時数に占める「話すこと・聞くこと」「書くこと」の時数。
※「配当時数」欄の☆印の教材は，適宜扱う。

学びのチャレンジ 学びのチャレンジ 学びのチャレンジ

言
葉
の
自
習
室

銀のしずく降る降る� 藤本英夫
蓬萊の玉の枝と偽りの苦心談――竹取物語――
花の詩画集� 星野富弘
デューク� 江國香織
伝統芸能へのいざない　落語
小倉百人一首
十二支と月の呼び名
アイデアの出し方
話すこと・書くことテーマ例集
原稿用紙の使い方と推敲
文章を書くときの注意点
学習に必要な用語（索引）
理解に役立つ言葉
表現に役立つ言葉

悠久の自然� 星野道夫
扇の的――平家物語――
季節をうたう� 照屋林賢／一戸謙三
字のない葉書� 向田邦子
レポートの書き方
近代文学史年表
話すこと・書くことテーマ例集
伝統芸能へのいざない　歌舞伎
学習に必要な用語（索引）
理解に役立つ言葉
表現に役立つ言葉

素顔同盟� すやまたけし
語り継ぐもの� 吉永小百合
言葉の力� 池田晶子
言葉でつかんだ世界一� 国枝慎吾
古典文学の名作
古典文法活用表
伝統芸能へのいざない　狂言
模擬面接をしてみよう
話すこと・書くことテーマ例集
学習に必要な用語（索引）
理解に役立つ言葉
表現に役立つ言葉

発展



別冊⑥ 令和３年度版『伝え合う言葉　中学国語』 「学びナビ」系統表
１年生 ２年生 ３年生

文
学
的
文
章

桜蝶
物語と小説って何？
―文学作品の特徴―

タオル
象徴表現を読む

私
〈私〉という記号

オツベルと象
語っているのは誰？
―作者と語り手―

夏の葬列
小説の時間にご用心
―時間と構成―

故郷
「私」が語る〈私〉
―一人称―

少年の日の思い出
語り方にご注意！
―人称―

走れメロス
変化する語り
―語り手の位置―

立ってくる春／なぜ物語が必要なのか
独自の見方考え方・固有の経験

説
明
的
文
章

自分の脳を知っていますか
文章の構成を捉える

日本の花火の楽しみ／水の山　富士山
観点を明確にして読み比べる

ＡＩは哲学できるか
批判的に読みながら主張に迫る

森には魔法つかいがいる
論理の展開を捉える

紙の建築
具体例から主張を捉える

async―同期しないこと／
問いかける言葉
主張のよりどころを捉える

子どもの権利
説明の仕方に着目する

ガイアの知性
主張につながる推論を捉える

言葉がつなぐ世界遺産
問いと答え，事実と意見

学ぶ力
述べ方から主張を捉える

詩

河童と蛙
オノマトペ

虹の足
比喩・象徴

初恋
文体（文語体・口語体）・リズム

豚
想像・イメージ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

内容を整理して説明する
関係づける

説得力のある提案をする
計画する

構成を考えて主張をまとめる
組み立てる

調べた内容を聞く
予想する

観点を明確にして伝える
課題を設定する

表現の工夫を評価してスピーチをする
限定する

発言を結びつけて話し合う
総括する

相違点を明確にして聞く
比較する

意見を共有しながら話し合う
一般化する

よりよい結論を導く討論をする
推論する

書
く
こ
と

資料から得た根拠をもとに
意見文を書く
比較する

新聞の投書を書く
課題を設定する

具体例をもとに説明文を書く
一般化する

材料を整理して案内文を書く
把握・理解する

構成を明確にして手紙を書く
組み立てる

説得力のある批評文を書く
比較・関係づける

根拠を明確にして意見文を書く
比較・関係づける

根拠をもとに意見文を書く
推論する

自己ＰＲ文を書く
検証する

読み手を意識して報告文を整える
評価する

情報をまとめて作品集を作る
まとめる

メ
デ
ィ
ア
と
表
現

写真で「事実」を表現する
写真で編集する世界

脚本で動きを説明する
せりふとト書きで表す

新聞が伝える情報を考える
紙面の特性と情報の構成

広告の情報を考える
広告の表現とその効果

映像作品の表現を考える
絵コンテで映像を具体化する

ニュースで情報を編集する
必要な情報を選ぶ

漫画で「物語」を表現する
漫画独自の表現方法を捉える

P18 P20 P30

P146 P172 P178

P240 P246 P22

P32 P54 P74

P86 P104 P90

P170 P194

P200 P224

P140 P14 P174

P242

P47 P61 P57

P179 P81 P201

P223 P207 P235

P233

P41 P37 P81

P71 P65 P103

P99 P115 P197

P219 P239

P64 P86 P64

P102 P186 P108

P226


